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北海道におけるカラマツ素材・製材の流通

鎌　田　昭　吉　　治　田　義　盛＊

　道林産課では，昭和44年から毎年継続1～8）して，道内のカラマツ素材と製材の流通統計調査を
実施している。このたび，昭和53年度（53年4月～54年3別の実績をとりまとめたので，その
要点を紹介する。また参考までに，旭川・十勝・札幌市場における，ここ6，7年間のカラマツ
素材・製材の価格推移を，木材市況月報（道林産課調べ）により抜き書きした。

  1． カラマツ素材

  1．1  カラマツ素材生産量
　昭和53年度中に，多少にかかわらず，カラマツ素材
丸太（主・間伐材込み）を生産した道内の全生産業者
587からの回答により、カラマツ素材の林野所有別の
生産数量を，第1表にあげた。また支庁別の生産数量

を第2表にとりまとめた。
　生産業者の数は，前年度の445から142増えたが，総

生産量は前年度の97％，492千m3に落ちこんだ。
　林野別にみると，国・道・市町村や会社有林からの
出材は比較的順調な伸びを示したが，総生産量の大宗
を占める個人有林からの出材が前年比11％減のため，
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全体として再び50万m3の線を切った。造林カラマツ

が工業用原材料として大量に使われて以来，常に総生

産量の70％以上を占めていた個人所有林からの出材

が，53年度において初めて64％代に下がった。

　支庁別生産量では，網走（全道の29.3％），十勝

（26.5％），上川（14.5％）の3支庁で約70％を占め

ていることは，ここ数年来大きな変化はない。後志・

留萌の後退が著しい。

  1．2　素材の径級構成

　丸太の形のまま使われるものや製材用にむけられる

ものなどをすべて含めた素材丸太の径級(末口径)別生

産量の割合を，第3表にまとめた。

　径級13cm以下のJASでいう小径木が，依然として

約60％を占めている。径級20cm以上のものは約9％

で，年々わずかながら減少の傾向がみられる。つま

り，径級20cm未満の細い丸太の占める割合が，じょ

じょにではあるが増加していることが分かる。

　1．3　素材の用途，販売先，仕向け地域別の出荷量

　ここ7ヵ年間の推移と53年度の内訳は，第4表のと

おりである。

　用途別には，製材用が48年の木材の異常な値上り・

過熱景気（いわゆるヨンパチ景気）の時に記録した21

万m3には及ばないが，ひさしぶりに20万m3を上回

　った。

　なお，53年度から「電柱・電信用」が新しい数字と

第3表　カラマツ素材の径級別割合　　（％）
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第4表　素材の用途別・仕向先別・地域別出荷量　　　　　　　　　　　　（m3）
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してとりあげられている。

　販売先別では，全道166森林組合のうち素材販売を

行った組合は前年度より8組合増え，82組合であった

が，そのとり扱い量はやや落ちこんだ。

　地域別には，道内むけが99.5％，丸太の移出量がわ

ずか0.5％で，道産カラマツ丸太は道内消費完結型と

いえる。

　2． カラマツ製材

　2．1　カラマツ挽き立工場数

　第5表のとおり，54年3月末現在における道内の製

第5表　カラマツ挽き立工場の出力階層別工場数（年度末）

材工場数847工場（前年度858工場）のうち，カラマツ

材を多少なりとも挽き材した工場の数は164工場（前

年度162工場）で，製材生産量（後掲第7表）は167千

m3と前年比8％の増となっている。

　ここ数年来，製材出力7.5～22.5KWの小型工場が

減り，75KW以上の大型のカラマツ専門びき工場が増

えつつある。

　また，カラマツ製材生産量の規模階層別に分類して

みると，1）カラマツ製材生産量が年間100m3未満の工

場が41工場（一工場平均カラマツ製材生産量55m3／年

間，カラマツ挽き立比率＊は2％），2）同じく100～

500m3は60工場（同平均227m3／年間，同比率13％），

3）500～1,000m3は17工場（同平均706m3／年間，同比

率23％），4）1～3千m3は27工場（同平均1,728m3／

年間，同比率85％），5）3～5千m3は13工場（同平均

3,833m3／年間，同比率88％），6）5千m3以上は6工

場（同平均7,115m3／年間，同比率95％）である。総
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平均では，一工場あたりカラマツ製材生産量1,019

m3／年間，カラマツ挽き立比率39％である。

　また，年間3千m3以上の大型工場は19工場（うち

森林組合9工場）で全道カラマツ製材生産量の約55％

を占めている。これら大型の専門ひき工場をひろい上

げてみると，後志支庁1工場（うち森林組合1工場）

網走10（森組4），十勝6（森組2），釧路1（森組

1），根室1（森組1）となっている。道内の最大規

模（全国最大）は十勝支庁管内のS社・製材生産量14

千m3／年間，カラマツ挽き立比率90％で，2番目に大

きい網走のK社の同7千m3／年間の約2倍ときわだっ

ている。

　2．2　製材用カラマツ素材の径級構成

　製材用に使われた原木の末口径級別の割合は、第6

表のとおりである。

  JASによる径級14cm未満の小径木は約40％，14～

第6表　製材用カラマツ素材の径級割合　（％）

28cmの中径木は約59％，30cm以上の大径木はわずか

1.5％にすぎない。この径級構成は，ここ数年間あま

り大きな変化はみられないし，これからもこの状態が

続くものと予測される。

　2．3　カラマツの製材生産量及び出荷量

　全道のカラマツ挽き立工場164のカラマツ総原木消

費量，製材生産量及び製材出荷量の推移は，第7表の

とおりである。

　カラマツ原木消費量並びに製材生産量は，その背景

に大小種々な問題を含みながらも，50年以降まずは着

実に伸びてきているといえよう。ソ連産カラマツ材の

消費量は11千m3で，総量の4.5％程度を占めている。

　全道ひとまとめにしてみた統計数値によるカラマツ
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第7表　カラマツ原木消費量，製材生産量及び製材出荷量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （m3）

の製材歩止りは，45～53年度：69.9，71.8，71.7，

69.0，69.0，69.0，70.7，68.9，68.7％’となってい

る。

　また，53年度におけるカラマツ製材の比重を全道的

にみると，カラマツはN・L込製材用総原木消費量

（5,061千m3）の約4.5％，N原木消費量（3,231千m3）

の約7.0％を占めるようになってきた。同じく，製材

生産量でみれば，カラマツは総製材生産量（3,178千

m3）の約4.9％，N製材生産量（2,170千m3）の約7.2

％を占めるようになってきた。

　また，製材品出荷の道内・外の比率をみると，52年

度道内42％・道外58％に対して，53年度は道内39％・

道外61％と移出量の伸びがみられ，製材品の本州むけ

移出量が初めて10万m3の線を突破した。

　2．4　地域別のカラマツ製材工場数及び生産量

　支庁別にみたカラマツ挽き立工場数，原木消費量，

製材生産量及び製材品出荷量は第8表のとおりであ

る。

　カラマツ挽き立工場数では，渡島支庁が29工場と一

番多いが，一工場あたり平均原木消費量は245m3／年

間と少なく，カラマツの賃びき工場やソ連産カラマツ

を他の道産材や外材などと合わせて挽く工場が多い。

　道南の渡島支庁や檜山・胆振では小規模な工場か，

カラマツ材の挽き立量の少ない工場が多い。この地域

では、エゾマツやトドマツの良材が乏しいので，カラ

マツ製材も土台用に多く使われており，土木用・パレ

ット材なども大部分が地場消費である。なお，渡島で

は造船用製材品が約300m3ほど生産（該当製材工場数

6）され，地元で使われていることが特筆される。

　カラマツ素材の主要産地である道東の網走，十勝で

は，大型のカラマツ専門びき工場が多く，製品は地場

（道内市場）で消費される量もかなりあるが，なんと

いっても土木用材（主として押角）や梱包材やダンネ

ージなどの本州移出が主流となっている。両支庁で，

道外移出量の84.4％を占めている。
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第8表　支庁別カラマツ挽き立工場数，原木消費量・製材生産量・製品出荷量
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第9表　カラマツ製材品の用途別，仕向先別，地域別出荷量　　　　　　　　　　　　（m3）

　また，ソ連産カラマツは港のある渡島，宗谷，網

走，釧路などに入ってきているが，道央の上川管内に

3千m3も陸送されていることが注目される。

　2．5　カラマツ製材品の用途、販売先，仕向け地域

　　別の出荷量

　ここ7ヵ年間の推移と53年度の内訳は，第9表のと

おりである。

　用途でみると，建築用材の後退が目立つ反面，土木

用材がもち直してきている。梱包材，製由材仕組板，

パレット用材は，ここ数年の間順調な伸びをみせてお

り，またドラム材やダンネージ材も依然として根強

い。

　販売先別にみると，自家消費は年々減少し，これに

代って，道森連扱い（22森林組合）が伸びてきてい

る。

　そのシェアは自家使用2.3％，直接販売29.5％，商

社・集荷業者46.6％，道森連21.6％となっており，い

まだ商社・集荷業者の力が強い。この傾向は本州移出
の主力製品となっている梱包材，製由材仕組板やドラ
ム材の分野においてとくに顕著である。
　出荷地域別では，前述のとおり53年度に本州移出量
が急増した。なかでも，土木用材・梱包材・製函材仕

組板の伸びが

大きい。本州

市場では相変

らず京浜地方

が80％のシェ

アを占めてい

るが，中京・

静清地方への

出荷量13千

m3（前年度2千m3）の増加が目立つ。
　道内で生産されるカラマツ製材品の約49％が京浜地
域に出荷されており，道内市場（シェア38.8％）より

第10表　建築用と土木用の構成比
　　　　　　　　　　　　　（％）
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第11表　カラマツ，エゾ・トドマツ丸太と製材の価格（1年間の平均価格）　　　　　（円／m3）

もひとまわり大きなマーケットになっているのであ

る。なかでも、ダンネージ材の77％，梱包材の73％，

製函材仕組板の65％が京浜に流れている。京浜市場の

需要動向が直ちに本道カラマツ製材の生産・供給を左

右しているといって差しつかえない。

　道内消費に目をむけると地場消費型は建築用材（道

内消費率95％），土木用材（同じく65％），パレット

材（同じく66％）などである。

　なお，建築用と土木用材の具体的な用途区分の全道

平均を，第10表にとりまとめた。

　3． カラマツ素材と製材の価格

　参考までに代表的なカラマツ市場，本別（十勝）・

旭川・札幌の3市場における年平均価格の推移を，第

11表にかかげた。

　十勝市場はカラマツ素材と製材の両方の生産地域，
旭川市場は素材の消費地域・製材の生産地域，札幌市
場は製材の消費地域とそれぞれ性格が異るとみなされ
ている。
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